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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第32期
第２四半期
連結累計期間

第33期
第２四半期
連結累計期間

第32期

会計期間
自2020年４月１日
至2020年９月30日

自2021年４月１日
至2021年９月30日

自2020年４月１日
至2021年３月31日

売上高 （千円） 1,133,929 1,398,169 2,492,319

経常利益又は経常損失（△） （千円） △99,171 96,316 △52,840

親会社株主に帰属する

四半期純利益又は親会社株主に帰属する

四半期（当期）純損失（△）

（千円） △73,142 56,112 △106,401

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △73,109 56,129 △106,362

純資産額 （千円） 1,092,800 1,121,603 1,067,598

総資産額 （千円） 2,484,782 2,513,486 2,481,904

１株当たり四半期純利益又は１株当たり

四半期（当期）純損失（△）
（円） △22.55 17.24 △32.76

潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益
（円） － 17.17 －

自己資本比率 （％） 43.6 44.0 42.5

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） △60,126 △9,364 154,471

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） △26,587 △18,864 △60,917

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） 184,507 △86,692 148,497

現金及び現金同等物の四半期末（期末）

残高
（千円） 887,579 916,835 1,031,756

 

回次
第32期
第２四半期
連結会計期間

第33期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自2020年７月１日
至2020年９月30日

自2021年７月１日
至2021年９月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 3.18 27.54

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．第32期及び第32期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、

潜在株式は存在するものの１株当たり四半期（当期）純損失であるため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

また当社は、第１四半期連結会計期間の期首より「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３

月31日）等を適用しております。

 

(1）財政状態及び経営成績の状況

当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、新型コロナウイルス変異株の感染拡大による緊急事態宣言

の再発令やまん延防止等重点措置の適用により経済活動が制限され、依然として厳しい状況で推移する中、一部

では設備投資や企業収益に持ち直しの動きが見られました。経済状況の先行きに関しては、新型コロナウイルス

のワクチン接種の促進にともなう感染者減少による経済の持ち直しへの期待が持てる一方、新たな変異ウイルス

による感染再拡大の懸念や、世界的な半導体不足による自動車産業を中心とした製造業の生産に対する悪影響の

広がりなど、経済の下振れリスクが大きい先行き不透明な状況が続いております。

このような状況のもと、当社グループ（当社及び連結子会社）は、引き続き従業員の新型コロナウイルス感染

症の感染リスク軽減と安全確保を最優先に考え、在宅勤務や時差出勤の更なる推進を行いました。また、昨年度

を通じて取り組んだコロナ禍においても安定した売上、並びに利益の創出を可能とする強固な企業体質を目指し

た構造改革を行った結果、緊急事態宣言発令による経済活動停滞の中においても、中期経営計画にて設定した成

長戦略に基づく各種施策を推進しつつ、売上と利益の確保を実現いたしました。

 

この結果、当第２四半期連結累計期間の財政状態及び経営成績は以下のとおりとなりました。

 

ａ．財政状態

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末と比較して31,582千円増加し2,513,486

千円となりました。主な要因は、売掛金及び契約資産が130,116千円、その他流動資産に含まれる前払費用が

38,141千円増加した一方、現金及び預金が114,921千円減少したことによるものであります。

負債は、前連結会計年度末と比較して22,423千円減少し、1,391,882千円となりました。主な要因は前受金

が75,540千円増加した一方、短期借入金が50,000千円、未払金が43,208千円減少したことによるものでありま

す。

純資産は、前連結会計年度末と比較して54,005千円増加し、1,121,603千円となりました。主な要因は、利

益剰余金の増加49,888千円等であります。

以上の結果、自己資本は1,106,190千円、自己資本比率は44.0％（前連結会計年度末42.5％）となりまし

た。

 

ｂ．経営成績

当第２四半期連結累計期間における売上高は1,398,169千円（前年同四半期比23.3％増）、営業利益は

109,807千円（前年同四半期は営業損失101,269千円）、経常利益は96,316千円（前年同四半期は経常損失

99,171千円）、親会社株主に帰属する四半期純利益は56,112千円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半

期純損失73,142千円）となりました。

 

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

 

EAP事業

EAP事業では、新型コロナウイルス感染症拡大防止の対策を講じたうえで、ご相談者の状況に応じたカウン

セリングサービスを継続すること等により、EAP契約企業の維持・拡大、及びストレスチェック実施ニーズの

取り込み、メンタルヘルス関連研修の実施等、既存サービスの拡販を図ってまいりました。既存サービスのオ

ンラインによる提供に加えて、ｅラーニングサービスである「ヘルスケアナレッジ＋」及び「職業性レジリエ

ンス®」研修のリリース等のサービスの拡充を行うことで売上の確保を図ってまいりました。これらの結果、

売上高は393,865千円（前年同四半期比7.1％増）、セグメント利益は82,404千円（同6.0%増）となりました。
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人材育成事業

人材育成事業では、リモートで行うバーチャル研修の定着を受け、緊急事態宣言発令中においても研修の

キャンセルや延期といった影響は低減され、事業環境は堅調に推移いたしました。また、テレワークを契機に

自律的な学習スタイルが求められるなか、当社グループの重点投資事業である「ビジネスマスターズ®

（Business Masters）」においては、「DXリテラシー診断」を2021年8月に提供を開始する等、オプション

サービスやデジタルコンテンツの拡充と共に研修プラットフォーム機能強化に対して積極的な投資を行った結

果、利用ID数は堅調に推移しております。また、売上高の拡大を図るため、ウェビナー開催によるプロモー

ション活動やデータベースを活用した営業活動を積極的に行ってまいりました。これらの結果、売上高は

412,633千円（前年同四半期比42.7％増）、セグメント利益は20,880千円（前年同四半期はセグメント損失

38,477千円）となりました。

 

人材紹介事業

人材紹介事業では、厚生労働省が発表する有効求人倍率は2021年９月時点で1.16倍（「一般職業紹介状況

（2021年９月分）について」厚生労働省調べ）と企業の求人意欲は底堅く、事業環境は改善傾向にて推移いた

しました。中でも、当社グループの事業領域であるミドルマネジメント・エグゼクティブ層については、一部

の業種を除き、ポストコロナにおける事業拡大を見据え、有効求人倍率の数値以上に中途採用市場は活性化し

ております。このような事業環境のもと、当社グループでは新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、オン

ラインを活用した求職者との面談や顧客への人材紹介サービスの提供を推進することにより、緊急事態宣言発

令中においても円滑な採用活動の支援を行ってまいりました。これらの結果、売上高は594,890千円（前年同

四半期比24.7％増）、セグメント利益は151,338千円（同481.6％増）となりました。

 

 

(2）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、当第２四半期連結会計

期間末には、916,835千円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

税金等調整前四半期純利益96,316千円の計上、減価償却費41,080千円の計上、前受金の増加66,025千円等によ

り資金が増加しましたが、売上債権の増加130,116千円、前払費用の増加38,141千円、法人税等の支払額49,500

千円等により資金が減少したため、営業活動の結果使用した資金は9,364千円となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

有形固定資産の取得による支出8,942千円、無形固定資産の取得による支出9,922千円等により資金が減少した

ため、投資活動の結果使用した資金は18,864千円となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

短期借入金の返済による支出50,000千円、長期借入金の返済による支出27,366千円等により資金が減少したた

め、財務活動の結果使用した資金は86,692千円となりました。

 

(3）経営方針・経営戦略等および経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指標等

当社グループでは、当社グループの目指すべき姿を示した中期経営計画を新たに策定し、2021年５月20日に公

表いたしました。本中期経営計画の最終年度である2024年３月期に売上高3,883百万円、営業利益500百万円、

ROE20％超を経営上の目標として事業を推進しております。なお、中期経営計画の初年度となる2022年３月期に

おいては、売上高2,926百万円、営業利益137百万円、経常利益129百万円、親会社株主に帰属する当期純利益65

百万円を予想しております。

 

(4）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。

 

(5）研究開発活動

該当事項はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 11,000,000

計 11,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数（株）
（2021年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2021年11月15日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 3,255,237 3,255,237
東京証券取引所

（マザーズ）

単元株式数

100株

計 3,255,237 3,255,237 － －

（注）１．「提出日現在発行数」欄には、2021年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使

により発行された株式数は、含まれておりません。

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高
（千円）

2021年７月１日～

2021年９月30日

（注）

1,400 3,255,237 235 177,026 235 311,550

　（注）新株予約権の行使による増加であります。
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（５）【大株主の状況】

  2021年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

大和PIパートナーズ株式会社 東京都千代田区丸の内1-9-1 1,076 33.07

渡部　昭彦 神奈川県横浜市中区 446 13.70

株式会社森本本店 愛知県一宮市浅野西大土96番地 318 9.78

神澤　裕 東京都杉並区 228 7.00

西田　忠康 東京都港区 150 4.64

鳥居　勝幸 東京都港区 51 1.58

岩見　好爲 奈良県大和郡山市 34 1.06

楽天証券株式会社 東京都港区南青山2-6-21 33 1.04

岡本　裕行 兵庫県西宮市 28 0.88

株式会社SBI証券 東京都港区六本木1-6-1 27 0.86

計 － 2,395 73.61

 

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2021年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 100 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 3,253,800 32,538 －

単元未満株式 普通株式 1,337 － －

発行済株式総数  3,255,237 － －

総株主の議決権  － 32,538 －

 

②【自己株式等】

2021年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有

株式数（株）

他人名義所有

株式数（株）

所有株式数の

合計（株）

発行済株式総

数に対する

所有株式数の

割合（％）

ヒューマン・アソシエイ

ツ・ホールディングス㈱

東京都港区南青山

一丁目3番3号
100 ― 100 0.00

計 ― 100 ― 100 0.00
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２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2021年７月１日から2021

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2021年４月１日から2021年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,031,756 916,835

売掛金 236,558 －

売掛金及び契約資産 － 366,675

未収還付法人税等 3,511 12,457

その他 47,612 98,285

貸倒引当金 △840 △1,354

流動資産合計 1,318,598 1,392,899

固定資産   

有形固定資産 211,739 208,850

無形固定資産   

のれん 177,360 166,611

商標権 167,179 162,598

顧客関連資産 276,486 265,200

その他 90,999 85,714

無形固定資産合計 712,024 680,125

投資その他の資産   

その他 246,418 238,563

貸倒引当金 △6,877 △6,952

投資その他の資産合計 239,541 231,610

固定資産合計 1,163,305 1,120,587

資産合計 2,481,904 2,513,486

負債の部   

流動負債   

買掛金 24,632 28,447

短期借入金 250,000 200,000

１年内償還予定の社債 20,000 20,000

１年内返済予定の長期借入金 54,732 53,232

未払法人税等 36,484 44,201

賞与引当金 41,884 49,903

返金引当金 2,990 －

返金負債 － 3,905

未払金 203,364 160,155

前受金 125,746 201,287

その他 58,169 69,570

流動負債合計 818,003 830,703

固定負債   

社債 10,000 －

長期借入金 267,487 241,621

役員退職慰労引当金 94,022 101,522

資産除去債務 70,501 70,556

その他 154,291 147,479

固定負債合計 596,302 561,178

負債合計 1,414,305 1,391,882
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 176,689 177,026

資本剰余金 367,015 367,352

利益剰余金 512,026 561,914

自己株式 △122 △122

株主資本合計 1,055,609 1,106,172

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1 18

その他の包括利益累計額合計 1 18

新株予約権 11,987 15,412

純資産合計 1,067,598 1,121,603

負債純資産合計 2,481,904 2,513,486
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

売上高 1,133,929 1,398,169

売上原価 205,867 274,578

売上総利益 928,061 1,123,591

販売費及び一般管理費 ※ 1,029,331 ※ 1,013,783

営業利益又は営業損失（△） △101,269 109,807

営業外収益   

受取利息 256 261

助成金収入 3,843 738

その他 42 1

営業外収益合計 4,142 1,001

営業外費用   

支払利息 1,291 1,193

持分法による投資損失 － 13,110

固定資産除却損 604 －

その他 147 188

営業外費用合計 2,043 14,492

経常利益又は経常損失（△） △99,171 96,316

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
△99,171 96,316

法人税等 △26,029 40,204

四半期純利益又は四半期純損失（△） △73,142 56,112

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
△73,142 56,112
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △73,142 56,112

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 32 17

その他の包括利益合計 32 17

四半期包括利益 △73,109 56,129

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △73,109 56,129
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△）
△99,171 96,316

減価償却費 45,255 41,080

のれん償却額 10,749 10,749

固定資産除却損 604 －

支払利息 1,291 1,193

持分法による投資損益（△は益） － 13,110

貸倒引当金の増減額（△は減少） △17,509 589

賞与引当金の増減額（△は減少） △5,907 8,018

返金引当金の増減額（△は減少） △1,091 －

返金負債の増減額（△は減少） － 915

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 4,162 7,500

売上債権の増減額（△は増加） △80,542 △130,116

前払費用の増減額（△は増加） 9,649 △38,141

仕入債務の増減額（△は減少） 17,035 3,815

未払金の増減額（△は減少） △66,590 △41,211

前受金の増減額（△は減少） 40,495 66,025

その他 11,432 △2,954

小計 △130,135 36,891

利息及び配当金の受取額 256 261

利息の支払額 △1,291 △1,193

法人税等の還付額 82,360 4,176

法人税等の支払額 △11,315 △49,500

営業活動によるキャッシュ・フロー △60,126 △9,364

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △4,573 △8,942

無形固定資産の取得による支出 △19,428 △9,922

保険積立金の積立による支出 △2,584 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △26,587 △18,864

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 250,000 △50,000

長期借入金の返済による支出 △27,366 △27,366

社債の償還による支出 △10,000 △10,000

株式の発行による収入 4,246 674

配当金の支払額 △32,372 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 184,507 △86,692

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 97,794 △114,921

現金及び現金同等物の期首残高 789,785 1,031,756

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 887,579 ※ 916,835
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（持分法適用の範囲の重要な変更）

当第２四半期連結会計期間において、持分法適用非連結子会社であった思康博企業管理諮詢(上海)有限公司

は、保有株式を売却したため、持分法適用の範囲から除外しております。
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（会計方針の変更）

収益認識に関する会計基準等の適用

「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。)

等を、第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転したと判断した

時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しています。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益がそれぞ

れ14,440円減少しております。

また、利益剰余金の当期首残高は、6,223千円減少しております。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示してい

た「売掛金」は、第１四半期連結会計期間より、「売掛金及び契約資産」に含めて表示し、また、「流動負債」

に表示していた「返金引当金」は、第１四半期連結会計期間より、「返金負債」として表示することといたしま

した。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度については新たな

表示方法により組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12

号　2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第２四半期連結累計期間に係る顧客との

契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。

 

時価の算定に関する会計基準等の適用

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準

等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与え

る影響はありません。

 

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益または税引前当期純

損失に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益または税引前四半期純損失に

当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、見積実効税率を使用できない場合には、法定実効税率を

使用しています。

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

 

（追加情報）

新型コロナウイルス感染症拡大に伴う会計上の見積りについて

当第２四半期連結累計期間における新型コロナウイルス感染症の影響に関する仮定及び会計上の見積りにつ

いては、前連結会計年度の有価証券報告書の（重要な会計上の見積り）に記載した内容から重要な変更はあり

ません。
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(四半期連結損益計算書関係)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第2四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
　　至　2020年９月30日）

当第2四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
　　至　2021年９月30日）

給料及び手当 471,607千円 428,802千円

賞与引当金繰入額 62,881 109,577

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のと

おりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 2020年４月１日
至 2020年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 2021年４月１日
至 2021年９月30日）

現金及び預金勘定 887,579千円 916,835千円

現金及び現金同等物 887,579 916,835

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年５月28日

取締役会
普通株式 32,372 10.00 2020年３月31日 2020年６月29日 利益剰余金

 

２．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 

２．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント

 EAP事業 人材育成事業 人材紹介事業 計

売上高     

外部顧客への売上高 367,756 289,087 477,085 1,133,929

セグメント間の内部売上高又は振替高 － － － －

計 367,756 289,087 477,085 1,133,929

セグメント利益又はセグメント損失

（△）
77,752 △38,477 26,022 65,298

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 65,298

全社費用（注） △166,567

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △101,269

　（注）　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門等の販売費及び一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント

 EAP事業 人材育成事業 人材紹介事業 計

売上高     

外部顧客への売上高 391,970 412,308 593,890 1,398,169

セグメント間の内部売上高又は振替高 1,895 325 1,000 3,220

計 393,865 412,633 594,890 1,401,389

セグメント利益 82,404 20,880 151,338 254,623

 

２．報告セグメントの利益の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 254,623

全社費用（注） △144,815

四半期連結損益計算書の営業利益 109,807

　（注）　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門等の販売費及び一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。

 

４．報告セグメントの変更等に関する事項

（報告セグメントの名称の変更）

第１四半期連結会計期間より、「メンタルヘルスケア事業」を「EAP事業」に名称変更いたしまし

た。

当該変更は名称変更のみであり、セグメント情報に与える影響はありません。なお、前第２四半期連

結累計期間のセグメント情報についても変更後の名称で記載しております。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 

当第２四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

(単位：千円）

 
報告セグメント

合計
EAP事業 人材育成事業 人材紹介事業

一時点で移転される

財又はサービス
67,990 351,740 593,890 1,013,621

一定の期間にわたり

移転されるサービス
323,979 60,568 － 384,548

顧客との契約から生じる収益 391,970 412,308 593,890 1,398,169

その他の収益 － － － －

外部顧客への売上高 391,970 412,308 593,890 1,398,169

 

 

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利

益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年９月30日）

（1）１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半

期純損失（△）
△22円55銭 17円24銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株

主に帰属する四半期純損失（△）（千円）
△73,142 56,112

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益又は親会社株主に帰属する四半期純損失（△）

（千円）

△73,142 56,112

普通株式の期中平均株式数（株） 3,243,092 3,253,998

（2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 － 17円17銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（千円）
－ －

普通株式増加数（株） － 14,486

（うち新株予約権（株）） (－) (14,486)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったもの

の概要

－ －

（注）前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、１

株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。
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（重要な後発事象）

当社は、2021年11月15日開催の取締役会において、MBK Wellness Holdings株式会社(以下「公開買付者」といい

ます。）による当社の普通株式（以下「当社株式」といいます。）及び本新株予約権（下記「３．買付け等の価

格」において定義します。）に対する公開買付け（以下「本公開買付け」といいます。）に賛同の意見を表明する

とともに、当社の株主の皆様に対し、本公開買付けへの応募を推奨すること、及び本新株予約権の所有者（以下

「新株予約権者」といいます。）の皆様に対しては、本公開買付けに応募するか否かについて、新株予約権者の皆

様の判断に委ねることを決議いたしました。

なお、上記取締役会決議は、公開買付者が本公開買付け及びその後の一連の手続により当社を公開買付者の完全

子会社とすることを企図していること、並びに当社株式が上場廃止となる予定であることを前提として行われた

ものです。

 

１．公開買付者の概要

（１） 名 称 MBK Wellness Holdings株式会社

（２） 所 在 地 東京都千代田区大手町一丁目２番１号

（３） 代 表 者 の 役 職 ・ 氏 名 代表取締役　大芝　芳隆

（４） 事 業 内 容
会社の株式または持分を所有する事により、当該会社の事業活動を支

配、管理する業務

（５） 資 本 金 500万円

（６） 設 立 年 月 日 2021年10月15日

（７） 大 株 主 及 び 持 株 比 率 三井物産株式会社　100％

（８） 当社と公開買付者の関係  

 資 本 関 係 該当事項はありません

 人 的 関 係 該当事項はありません

 取 引 関 係 該当事項はありません

 関連当事者への該当状況 該当事項はありません

 

２．買付け等の期間

 2021年11月16日（火曜日）から2021年12月28日（火曜日）まで（30営業日）

 

３．買付け等の価格

（１）普通株式１株につき、915円

 

（２）新株予約権（下記①から⑤の新株予約権を総称して以下「本新株予約権」といいます。）

①2016年３月４日開催の当社取締役会の決議に基づき発行された第１回新株予約権（以下「第１回新株予約権」

といいます。）（行使期間は2018年３月12日から2026年３月４日まで）１個につき、１円

②2017年１月16日開催の当社取締役会の決議に基づき発行された第２回新株予約権（以下「第２回新株予約権」

といいます。）（行使期間は2019年１月20日から2027年１月16日まで）１個につき、１円

③2017年２月15日開催の当社取締役会の決議に基づき発行された第３回新株予約権（以下「第３回新株予約権」

といいます。）（行使期間は2019年２月23日から2027年２月15日まで）１個につき、１円

④2017年11月14日開催の当社取締役会の決議に基づき発行された第４回新株予約権（以下「第４回新株予約権」

といいます。）（行使期間は2019年11月23日から2027年11月14日まで）１個につき、１円

⑤2019年６月27日開催の当社取締役会の決議に基づき発行された第５回新株予約権（以下「第５回新株予約権」

といいます。）（行使期間は2021年７月２日から2029年６月27日まで）１個につき、１円

 

４．買付予定の株券等の数

買付予定数 買付予定数の下限 買付予定数の上限

3,445,876株 2,297,400株 ―

 

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2021年11月15日

ヒューマン・アソシエイツ・ホールディングス株式会社

取締役会　御中

 

EY新日本有限責任監査法人

東京事務所

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 伊澤　賢司

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 長崎　将彦

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているヒューマン・ア

ソシエイツ・ホールディングス株式会社の2021年４月１日から2022年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計

期間（2021年７月１日から2021年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2021年４月１日から2021年９月30日ま

で）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算

書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ヒューマン・アソシエイツ・ホールディングス株式会社及び連結子会

社の2021年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フ

ローを適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

強調事項

重要な後発事象に記載されているとおり、会社は、2021年11月15日開催の取締役会において、MBK Wellness Holdings

株式会社による会社の普通株式及び新株予約権に対する公開買付けに賛同の意見を表明するとともに、会社の株主に対

し、本公開買付けへの応募を推奨すること及び本新株予約権の所有者に対しては、本公開買付けに応募するか否かについ

て、新株予約権者の判断に委ねることを決議した。

当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任
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監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じて

いる場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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